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研究成果の概要（和文）：子ども向け電話相談では、音声のみという対話の限界が電話の受け手の自己反省を促し、子
どもに謙虚に向き合うという倫理的高まりを生むこと、こうした自己反省を促す装置として、イギリスでは、ボランテ
ィアの社会的立場の高さ、トレーニングの専門性等が用意されていることが明らかになった。また、子どもたちはナナ
メ関係を重ねると、初対面の他者や、縦関係の他者とも良好な関係が築ける、という仮説が立った。解釈のもととなる
対話論については、対話を相手にゆだねざるをえない負荷や、受け手が相手の言葉を「待つ」という受動性の受け入れ
において、倫理的高まりが顕著になることから、時間性と倫理の問題が関係するという仮説が立った。

研究成果の概要（英文）：In ChildLIne an ethical rise of counselor to meet with children humbly and modestl
y is found through self-reflection which is brought out by limitatoin of only-voice-dialog. In UK, wherer 
ChildLine origins, the high social status of CildLine volunteer and professional training system and so on
 are provided as devices to drew out their self-reflection. And we can set up a hypothesis that children c
an construct good relationship between others whom they meet first or by whom they might be told off or ra
ted through a pile of experience to meet with others who never tell them off nor rate them,in other words,
 who are in an oblique relationship. We can also set up a new theory of dialog that the ethical rise is fo
und in the taking burden to entrust all of dialog to partners and in the act of waiting for partners's wor
ds, in short, the ethical rise is connected to temporality.
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１．研究開始当初の背景 
本研究の背景として、大きく 2 点が挙げら

れる。1 点目は、地域共同体の変様が子ども
とおとなの関係を変化させつつある、という
点である。2 点目は、1 点目の問題について、
子どもの問題は教育学的に研究されることが
多いが、おとなが子どもをどのように捉える
のかということも含めた、両者の相互的関係
を捉える視点が必要になっている、という点
である。以下、詳述する。 
よく指摘されるように、近所づきあいや遠

い親戚といった、ゆるやかな関係（本研究で
はこの関係を「ナナメ関係」と呼ぶ）の体験
において子どもたちは、親や教師といった、
直接的な「縦」関係では体験しえないものを
体験していく。このナナメ関係の体験は、縦
関係のおとなが子どもたちを育てる際に、そ
の育ちを支えるゆるやかで、かつ安定した基
盤となりうる。すると、地域共同体の解体や
変質が指摘される今日において、他者とのゆ
るやかなつながりを感じ安心して生きていく
という無意識の営みが、子どもたちには困難
になっていることも考えうる。 
 こうした状況は、子どもの側の問題だけで
はなく、子どもと関わるおとなの側にも生じ
ているはずである。というのも、〈おとな‐
子ども〉関係は、おとなから子どもへの一方
的な関係ではなく、子どもからおとなへの関
係でもあるからである。すなわち、子どもと
の関わりによっておとなもまた、共同的な意
識を育んでいけるのであり、そうした相互的
な意識においてはじめて、「共同的」な関係
が成立するからである。 
以上の 2 点を背景に、共同体の在り方が変

わりつつある今日、共同的な意識の形成のプ
ロセスや現状、課題を明らかにすることが求
められている。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、ナナメ関係の他者との間接的関
わりによる共同的意識の形成の過程と意義を、
理論的、実証的に検証することを目指す。こ
のために研究段階を 3 つに区分する。 
１つめは、子どもの話を受容し傾聴すると

いう、ナナメ関係の本質的な在り方を遂行す
る電話相談事業チャイルドラインの受け手ボ
ランティア（約 30 名）に、三年間にわたる
意識調査を行ない、間接的な支援に限定され
た関係の意義を対話論に基づき明らかにする。
特に、子どもとの対話がおとなに及ぼす影響
を明らかにすることが目的である。 

2 つめは、対話を支える様々な取り組みに
ついて、福祉先進国でもあり、子ども電話相
談事業の発祥の地でもあるイギリスの取り組
みを明らかにする。というのも、子どもと同
様におとなにもまた、安心、安全の保証され
た中での共同意識形成が必要だと考えられる
からであり、イギリスの取り組みはこの点に
おいて秀でているからである。 
 3 つめは、論理的研究として、おとなとの

対話が子どもたちにとってどのように体験さ
れるのか、子どもたちの共同的な意識や、そ
れを下支えするところの時間性にどのような
変化を及ぼすのかをも明らかにする。なお、
こうした研究をとおして、対話のもつ作用を
現象学的に明らかにすること、すなわち哲学
的な人間理解の研究にも寄与することを、同
時に目指す。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、その内容に応じて当初 3 部構成
の研究方法を用意していたが、実際に研究を
進めるにあたって、もう 1 つのフィールド調
査を加え、4 部構成になった。 
（１） 

1 つめは、ボランティアへのヒアリング調
査を行なうことである。この聞き取りは、あ
る NPO にて、協力してくれる受け手ボラン
ティアに、半構造化面接で実施した。30 名の
受け手に、1 回につき約 1 時間の聞き取りと
なった。ヒアリングは録音し文字おこしした。
その内容についてテクスト分析を行ない、イ
ンタビュイーであるボランティアの倫理的な
変化を中心に検討した。なお、研究当初は、
3 年間の追跡調査を予定していたが、実際に
は、経験年数による差というよりも、そのイ
ンタビュイーがもともと持っていた価値観の
方がその変化に大きな影響を与え、倫理的な
変容として現われることが明らかになったた
め、追跡調査を中止し、そのかわりに、聞き
取り調査の対象を増やすことにした。 
（２） 

2 つめとして、（１）のヒアリングの中で
明らかになるのが、子どもとの真剣な対話で
あるがゆえにボランティアにかかる多大な負
担である。そこで、ボランティアを精神的に、
また物理的に守るための取り組みが、子ども
向け電話相談事業を行なっているイギリスの
団体ではどのように行なわれているのかを、
現地調査した。そこで、日本と同じく受け手
ボランティアにヒアリングを行ない、ボラン
ティアの意欲の違いや研修制度への取り組み
方の違いなどを明らかにした。 
（３） 
 子どもたちにとっておとなとの関係がどの
ように体験されているかは、家庭以外の施設
等で育つ子どもたちの日常や学校生活を、フ
ィールド調査した。2 年間にわたり、年に 2
回、大学生と子どもたちとの交流を続け、子
どもたちが大学生との関係を形成していく様
子をフィールド調査した。フィールド調査で
は、子どもたちの様子を記録にとどめ、また
子どもと関わる職員や学校教員との面談を行
なった。 
（４） 
 テクスト分析を行なうにあたっての対話論
の研究は、時間論の研究につながることが確
認された。そこで、現象学的な時間性の問題
を含め、文献読解を行なった。 
 これらを統合し、時間論を含めた対話論に



基づき、ヒアリング調査の結果やフィールド
ワークの成果を分析していく。 
 
４．研究成果 
本研究の結果、次の４点が明らかになった。 

（１） 
電話相談事業に従事するボランティアにお

いては、音声のみの対話という限定的な状況
が、いったんは子どもとの共同的意識をもつ
ことをむしろ困難にすることがある。という
のも、この事業において電話の受け手は原則
的に、対話の始まりから終わりまでを子ども
にゆだねねばならず、子どもとの関係が常に
不均衡にならざるをえないからである。さら
には、子どもの中には、自らの抱える不安や
傷ついた思いを、暴言や罵声といった、電話
の相手への攻撃という形で吐露することもあ
る。プロフェッショナルなカウンセリングの
トレーニングを受けているわけではないボラ
ンティアにとって、このように子どもから傷
つけられる体験は、ときに強い不安や心の傷
となり、子どもとの共同意識はむしろそがれ
てしまう、といえる。 
しかしながら、これらは、子どもを守り育

てるというおとなの自己認識をうちこわし、
子どもに対して、いわば謙虚に向き合う姿勢
をボランティアに形成することも明らかにな
った。子どもたちからの暴力や拒絶を、おと
なに対してそのように自己表出するしかない
子どもの在りようとしての理解や、さらには
そのように子どもたちをあらしめている一人
のおとなとして自己認識が生じるにつれ、ボ
ランティアは、子どもを育てて「あげる」と
いった役割認識は薄れ、対等な個人として子
どもの語りへと向き合えるようになることを
語る。 
ボランティアになる前の研修で、こうした

価値観の変容は、まず一度訪れる。「子ども
にアドバイスは不要」といった説明によって、
価値変換を迫られるボランティアが多い。し
かしその段階での価値変換は、いまだ理論的
なレベルにとどまっており、子どもからの暴
力や拒絶を体験し、対話の形成の困難さを身
に染みて理解することにより、電話の受け手
には、それまでには見られなかった倫理的高
まりが生じることが明らかになった。これは、
自己反省によって次のシフトではよりよく子
どもに関わろうという倫理的高まりであり、
また同時に、自己反省によって自らの限界を
見つめ、そこから、子どもへの立ち位置を根
本的に変更していくという倫理的高まりであ
る。 
（２） 
 しかしこうした倫理的高まりは両刃の剣で
あり、電話の受け手はそのプロセスの中で、
さまざまにショックを受けたり傷ついたりす
る。しかもそのプロセスの中で、回復の契機
をもてず、ボランティアを途中でやめるケー
スもある。すなわち、ボランティアにとって
は、自己反省を促すだけのショックと同時に、

そうしたショックを受けながらも自己反省を
促し次のシフトへとつなげてもらえるだけの
サポートとが必要になる。 
 こうしたサポートとして活用されるはずの、
受け手への継続研修は、残念ながら、参加率
が高くないのが現状である。こうした参加率
の問題を含め、受け手の安心、安全感をどう
支えながらどう自己反省を促すかが、日本の
チャイルドラインの課題といえる。そこで本
調査では、子ども電話相談事業のオリジナル
であるイギリスで調査を行った。 
 イギリスのボランティアは、かなり明確な
ルールにのっとった方法で、子どもたちに対
処することが求められる。例えば、日本では
曖昧な基準で実施される継続研修であるが、
基本的にイギリスにおいては、この継続研修
は、ボランティアを続けるための必須条件で
ある。こうした義務化された制度であるが、
実際にはボランティアの多くが、研修に参加
することを自ら希望するなど、積極的な活用
が見られる。ボランティアへのヒアリング調
査においても、もっと多く研修に参加したい、
というコメントも出ている。こうした積極性
を支えるのは、ボランティアの社会的立場の
高さ、トレーニングの専門性、また参加型の
トレーニングである。さらには、イギリス全
土で統一されたサービスを実施し、電話の回
線がつながらず話せない子どもが出ないよう
にするのみならず、その回線通話率を常に数
字で確認できるシステムの構築など、環境が
整っているということが要因として大きい。 
（３） 
 おとなの側にとっての共同意識形成のプロ
セスを研究する際に補完的に、子どもたちに
とって親以外の関係がどのように体験される
のか、フィールド調査を行った。この大学生
と子どもとの出会いは、基本的に一回きりで
あり、複数回参加する一部の学生を除けば、
子どもたちは、一度しか会えない「お兄さん」
「お姉さん」との関係を築く。初回の子ども
たちが強い警戒心を示していたのに対し、子
どもたちにとって、大学生との関わりそのも
のが慣れてくるにつれて、2 回目以降、初対
面の大学生とも自然な形で関わる子どもが増
えていくことがわかった。ただし、子どもた
ちはそのつど進路を含めたそれぞれの問題を
抱えており、子どもたちの立ち居振る舞いに
はそうした問題が多大な影響を与えているこ
とが推測されることから、子どもたちにとっ
て大学生とのナナメ関係の体験がどれほどの
作用力をもったのかは、明らかにはなってい
ない。 
 注目すべきなのは、こうしたナナメ関係を
通して、教師という縦関係も、やわらかにな
っていったという変化である。ここからは、
ナナメ関係は、それとして子どもたちに意味
があるだけでなく、縦や横といった他の関係
形成にも大きな影響をもつものであることが
推測される。ただしこれについても、学校の
日常的な取り組みが子どもたちに変化を与え



ていることも十分考えられ、現段階では仮説
にとどまる。 
（４） 
 対話論でいわれる非対称性や非制限性が、
現実的に共同意識にどのような影響をもたら
すのかを文献をもとに考察し、インタビュー
で得られた語りの分析に用いた。対話論では、
相手にすべてをゆだねねばならず、また相手
からゆだねられたことを引き受けねばならな
いために、常に大きな負荷が語り手にはかか
ることが解明されている。本研究は、こうし
た負荷が、人間の倫理的高まりを生じさせる
ことを明らかにした。 
 また、倫理的高まりが顕著になるのは、受
け手が相手の言葉を「待つ」という受動性の
受け入れにおいてである。すなわち、目の前
にいる子どもをいま改善しようとする性急さ
が、教育の根本的問題の一つであるとするな
らば、いま相手を改善したり変化させたりす
ることができないという現状に、あるいは自
分自身に耐えうる力とあいまって、こうした
倫理的高まりは生じることになる。こうした
時間的な意識の変化は、子どもを、これから
自ら伸び行く力を備えた存在として受けとめ
ることを支え、こうした長いスパンで相手を
待つという姿勢が、こどもとおとなが相互に、
共同的に関わる基盤となりうることが示され
た。 
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